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中津川地区公民館  館報 

あ ぷ れ 
号 
 令和３年 

チャレンジクラブ活動の様子 

～ 水辺の生き物探し ～ 

去る 8 月 3 日（火） チャレンジクラブ夏休み企画 1 弾として、館長にお世話に

なり、水辺の生き物探しに出かけました。3 人ばかりの少ない人数で暑い日でした

が元気に活動できました。 

～ 牛乳パックで葉書づくり ～ 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

牛乳パックの使う部分

を細かくちぎります 

それをミキサー
にかけます。色
も付けました 

 

紙をすいて乾かします。いろんな色
の葉書が出来上がりました 

地区内の町有観光施設の将来像について検討しています 

内容 
地域に人・物・金・情報をもたらす観光産業。町は観光施設を整備し誘客活動を行い、令和元年度の

観光来訪者数は 123 万人に達しました。その多くが観光施設を利用していますが、施設の中には設置目

的を十分に果たせない状況が続いているものや老朽化が顕著なものがあります。町の財政状況では既存

施設をこのまま維持・管理し続けることは非常に困難であり、施設の今後について検討が必要です。 

中津川地区内の観光施設は、観光面の役割のほかに、地域産業の振興と住民福利厚生の充実を目的に

設置された施設であり、白川荘などは建設の経緯からして地域の思いが詰まった施設です。 

そのため、町は地域の方々とともに観光施設の将来のあり方を話し合うべく、昨年２月に地域の多様

な方々に委員を引き受けていただき、幅広くご意見を頂戴して検討を重ね、今年３月には中間
・ ・

とりまと

めをしました。引き続き今年度も検討会を開催します。８月に１回目の検討会を開催しました。地域に

関わりの深い議題であるため、その概要について公民館報の紙面を通して地域の皆様と共有します。 

 

概 要 

１）検討会開催趣旨 

次世代への負担を可能な限り無くすためにも、観光施設の将来あるべき姿について、 

共に検討を進め、検討委員会としての意見を今年中にまとめる。 

２）委員会の役目および協議事項 

  ・昨年度の検討結果を踏まえて白川荘のより具体的な将来像を検討 

  ・地区内の白川荘以外の町有観光施設の 

将来像を検討              （文責／商工観光課） 

  

      

 

 

侑音君も仮村民
こよしです！ 

侑音君も仮村民の
丸山さんと・・仲良 

しこよしです！ 
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こういう水辺があってきれい

な所はマムシがいるのでちょ

ろちょろして遠くまでいがね

ようにな！！ 

２弾 ８月１０日 

昨日から館長がか
けてくれてた縄網
には魚がうようよ
うよ！！ 

 

あっという間に水槽が
いっぱいになりました 

これオスなんだよ 
オスってなんでもきれいだね 

等出ていました 

感想の中には 
いろんな生き物がいる事が分
かりました！楽しかった。 
  

～  お疲れ様でした  ～ 

飯豊町商工観光課より地区の皆さまへ 
 お知らせ 

令和 3 年度検討委員会メンバー 

 

 

№ 所   属 役  職 氏 名     敬称略 

1 中津川むらづくり協議会 会長 渡部恵介  1 事務局 商工観光課長 鈴木祐司 

2      〃 事務局長 中善寺一昭  2 〃 企画課長 髙橋弘之 

3 中津川地区部落長等会 会長 長谷崎文男  3 商工観光課  観光交流室長 勝見賢太郎 

4 中津川地区公民館 館長 伊藤浩一郎  4 商工観光課  主事 二瓶綾 

5 中津川財産区管理会 委員長 高橋亮      

6 中津川地区婦人会 会長 伊藤きく子      

7 中津川地区青年層 代表 髙橋弘司      

8 いいでカヌークラブ 代表 堀江守弘      

9 （一社）飯豊町観光協会 事務局長 二瓶裕基      

10 ㈱飯豊町地域振興公社 社長 松山一利      

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 毎年多くの方が楽しみにして下さる花火大会ですが、「疫病退散」を願い、「地域に

笑顔を届ける」ことができるよう、打ち上げに向けて準備を進めております。規模は

例年の半分になりますが、伊藤銃砲店さんが、「短い時間でも、見ごたえのある花火」

の打ち上げに向けて準備して下さっています。 

地区のみなさんも、ぜひ楽しみにお待ちください。 

会 場 ： 白川湖岸公園 

日 時 ： 9月１８日（土）１８：３０～（約３０分） 

※ 荒天の場合、次の日に順延。２日とも荒天の場合中止。 

               山形県に緊急事態宣言が発令された場合中止。 

 

   

日 月 火 水 木 金 土

5 6 7 8 9 10 11
9:30~ 午前診療 午前診療 午後診療

農泊ネットワーク 農林振興課 大黒舞愛好会 民宿定例会

10:00~ SEF  19:00~ 13:30～

12 13 14 15 16 17 18
午前診療 午前診療 午後診療 SEF

公民館運営 農業検討委員会 民宿セミナー 第２部

審議会19:00 林業検討委員会 花火18:30~

19 20 21 22 23 24 25
敬老の日 午前診療 秋分の日

26 27 28 29 30  10       1 2
午前診療 午前診療 午後診療

3 4 5 6 7 8 9

午前診療 午前診療 午後診療

館報10月号発行

　野生動物委員会19:00～

 

   いろいろあれこれ    

◎  今年度上半期、最後の月となり、10 月になると下半期に突入です。 

9 月といえばいつもなら、めざみの里祭りや運動会、敬老会など賑わう月でも 

あるわけですが、今年もなくなくめざみの里祭りをはじめ地区の運動会も敬老会も 

中止という判断がなされました。残念ですね！ 

 そんな中、頑張っているのがスノーえっぐフェスティバル（実行委員長鈴木友美）

の第 2 部として 9 月 18 日に開催予定の花火打ち上げ！実施に向けての準備も着々と

進んでおります。今後のコロナの状態ではどうなるかという苦渋の決断も強いられる

かもというそんな中ですが、各企業の皆さま、地区の皆さま、様々な皆様のあたたか

い支援に支えられ花火師さんのためにも何とか上げたいという思いが感じられます。

どんなかたちであれ、せっかくの花火です。コロナ感染対策をしっかりして秋の夜空

の花火を楽しみましょう！ 

 

★ 中津川診療所の診療日を入れました 

 午前診療・午後診療と表示されています。 

＊ 公民館なんでもご意見箱を設置しておりますので 
どんなことでも結構ですので書いてください。  

 
♥  皆さんのスケジュールも入れてください   

９月５日から１０月９日までの行事予定 

 

 

 

               今 思うこと 

 

 今、世界はコロナ禍のために大変な時を過ごしています。 

日本でも医療崩壊が心配されており、お医者さんや医療関係者・ 

行政・トップの方々のご苦労やコロナウイルスにかかってしまった人の数などが毎日

報告されています。本当に大変なことですが、何とか早く治まってもらいたいと願う

ばかりです。 

 中津川地区でもこんな危機感をもって団結したことがあったことを思い出します。

それは白川ダム建設に伴い多くの人たちが他の地へ移転することで、地域崩壊が心配

された時です。中津川上流部出身の町会議員さんが中心になって白川ダム上流地域再

開発協議会を発足、専門部会を立ち上げ中津川のビジョンづくりをしました。 

 その中には田圃の土地改良・白川荘の構想などがありました。若者たちは「住みよ

い郷土を造る会」を立ち上げ、自力で集会所『住み郷会館』を造り、毎晩の様に集ま

り中津川の将来を語り、毎月ガリ版刷で会報を発行していました。特にガンバッタ～

と思うのは「冬期交通確保」のスローガンのもと県道、町道の除雪をして頂く活動を

して実現できたことです。我々が昔、危機感の中で頑張ってきたことを思い出します。 

 コロナ禍による一番の心配はロックダウンになった時のことで、県外に出荷できな

くなれば我が社はやっていけません。 

 どうかコロナが早く治まってくれることを願い、投稿を閉じます。 

 

              中津川バイオマス株式会社    鈴木良則 
 

 

 

ＳＮＯＷえっぐフェスティバル 2021 第２部 花火打上げ 


